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インフラ復旧（追加）

道路、側溝等災害復旧工事道路、側溝等災害復旧工事
 増額　2 増額　2億億84008400万円万円
 総額　4 総額　4億億20002000万円万円
詳細はP4詳細はP4

西荒屋小学校復旧工事西荒屋小学校復旧工事
実施設計業務委託料実施設計業務委託料
 増額　447 増額　447万円万円

北部保育所復旧基本北部保育所復旧基本
調査委託料 100調査委託料 100万円万円

防火水槽調査設計等防火水槽調査設計等
委託料 560委託料 560万円万円
破損した大根布 1丁目の防火水槽を破損した大根布 1丁目の防火水槽を
撤去し、新たに設置するための調査撤去し、新たに設置するための調査
設計等委託料。設計等委託料。

仮設トイレ設置期仮設トイレ設置期
間延長費用間延長費用
 900 900万円万円

内灘中学校復旧工事内灘中学校復旧工事
（外壁及び相撲場）（外壁及び相撲場）
 増額　230 増額　230万円万円

本格的な復旧・復興に前進！本格的な復旧・復興に前進！
9月会議

9月3日～18日

令
和
6
年
9
月
会
議
は
9
月
3
日
か
ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
開
催
さ
れ
、
認
定
7
件
の
ほ
か
、
令
和
6
年
度
補
正
予
算
4
件
、
条
例
の
改
正
3

件
、
人
事
案
件
な
ど
計
11
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
通
り
認
定
、
可
決
、
同
意
し
た
。

ま
た
、
議
会
議
案
と
し
て
「
内
灘
町
議
会
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」、「
少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の
改
善
に
係
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
」、「
ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
即
時
停
戦
に
向
け
た
外
交
努
力
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
を
可
決
し
た
。

条
例

（
主
な
も
の
）

内
灘
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
（
健
康
保

険
証
）
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
一

体
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者

証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

被
保
険
者
証
に
関
す
る
規
定
の
削
除
等

の
改
正
を
行
う
。

事
務
の
相
互
委
託
の
廃
止
に
つ
い
て

　﹇
広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
証
明
書
の
交
付
等
に
係
る
事
務
﹈

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
等

に
よ
り
、
広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が

終
了
す
る
た
め
、
か
ほ
く
市
以
南
の
7

市
2
町
と
の
証
明
書
の
交
付
等
に
係
る

事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
を
廃
止
す

る
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　﹇
災
害
対
応
人
員
搬
送
車
1
台
﹈

　
取
得
財
産
：
災
害
対
応
人
員
搬
送
車

1
台

　
契
約
金
額
：
6
2
5
万
円

　
契
約
相
手
：
株
式
会
社　
本
田
商
会

　
納　
　
期
：
令
和
7
年
2
月
28
日
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被災者支援（追加）

日常医療の充実

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　﹇
大
清
台
地
内
消
雪
設
備
工
事

（
さ
く
井
）﹈

　
工
事
の
名
称
：
大
清
台
地
内
消
雪
設

備
工
事
（
さ
く
井
）

　
契
約
金
額
：
4
8
0
8
万
円

　
契
約
相
手
：
株
式
会
社　
エ
オ
ネ
ッ

ク
ス

人
事
案
件

（
全
員
賛
成
）

教
育
委
員
会
委
員島し

ま

崎さ
き

典の
り

子こ

氏（
60
歳
）

（
新
任　
向
粟
崎
）

議
会
人
事
案
件

※
生
田
勇
人
氏
の
議
員
辞
職
に
伴
う
も
の
。

議
会
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長　
中
川　
　
達
氏

　
　
副
委
員
長　
夷
藤　
　
満
氏

　
　
委　
　
員　
北
川　
悦
子
氏

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
土
屋　
克
之
氏

被災者生活再建被災者生活再建
支援金支援金
 増額  5000 増額  5000万円万円
 総額      1 総額      1億円億円
災害弔慰金災害弔慰金
 増額  1000 増額  1000万円万円

中小企業経営支援利子補給金 増額　100中小企業経営支援利子補給金 増額　100万円万円
創業サポート事業補助金 増額　160創業サポート事業補助金 増額　160万円万円

国民健康保険税の震災減免（基金積立金により調整）国民健康保険税の震災減免（基金積立金により調整）
医療給付費現年度分 △1214万円医療給付費現年度分 △1214万円
後期高齢者支援金現年度分 △395万円後期高齢者支援金現年度分 △395万円

介護納付金現年度分  △157万円介護納付金現年度分  △157万円

所有者不明建物の所有者不明建物の
公費解体を進める公費解体を進める
ための費用ための費用
 707 707万円万円
詳細はP4詳細はP4

農業機械再取得等農業機械再取得等
支援事業費補助金支援事業費補助金
（新規）（新規） 9900 9900万円万円
農地等手づくり復旧農地等手づくり復旧
支援事業費補助金支援事業費補助金
（新規）（新規） 320 320万円万円

・子ども医療費助成金 3500万円
・新型コロナワクチン定期予防接種（新規） 5500万円
接種対象者：① 65歳以上　② 60～ 64歳までの一定の基礎疾患を有する方
自己負担額：2,100 円

・公的病院等運営費補助金（補助対象：金沢医科大学病院） 　1億円
地域医療を安全かつ継続的に確保するための、救急医療や周産期医療の運営に対する補助金

町民の皆様に寄り添って町民の皆様に寄り添って
本格的な復旧・復興に前進！本格的な復旧・復興に前進！

復旧・復興
の

加速化へ

ピックアッ
プ

3 うちなだ議会だより  第159号　令和6年11月5日



◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

9
月
は
令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

含
む
3
議
案
、
消
雪
設
備
工
事
に
つ
い
て
の

追
加
議
案
等
の
審
査
が
行
わ
れ
た
。
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た
道
路
・

側
溝
の
応
急
復
旧
工
事
等
に
関
し
て
議
論
さ

れ
た
。

　�	

道
路
・
側
溝
の
応
急
・
復
旧
工
事
に

つ
い
て
実
施
個
所
は
決
定
し
て
い
る
か
。

冬
季
の
除
雪
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
地

域
の
代
表
者
に
も
協
力
を
求
め
て
い
く

べ
き
だ
。

　

�	

国
の
災
害
査
定
が
終
わ
っ
た
個
所
か
ら

実
施
予
定
。
地
区
協
議
会
と
連
携
を
図
り
、

優
先
箇
所
の
確
認
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　�	

防
火
水
槽
整
備
は
、
周
辺
道
路
の
拡

幅
も
検
討
す
べ
き
。

　

�	

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

　�	

11
月
1
日
に
導
入
さ
れ
る
※
変
動
型

最
低
制
限
価
格
制
度
に
よ
り
、
落
札
額

が
必
要
以
上
に
下
が
ら
な
い
か
。

　

�	

多
く
の
自
治
体
が
採
用
し
て
お
り
、
人

の
手
が
入
ら
な
い
ラ
ン
ダ
ム
係
数
方
式
を

採
用
し
た
。

　�	

公
共
交
通
運
行
支
援
金
の
負
担
割
合

は
。

　

�	

国
が
3
分
の
1
、
県
と
関
係
市
町
が
協

調
し
て
3
分
の
1
、
残
り
を
事
業
者
が
負

担
す
る
。
北
鉄
独
自
の
「
I
c
a
」
に
も

対
応
し
、
鉄
道
線
は
来
年
度
以
降
の
実
施

予
定
。

※
変
動
型
最
低
制
限
価
格
制
度

　

�

最
低
制
限
価
格
（
税
抜
）
に
ラ
ン
ダ
ム
係

数
0・9
9
9
0
か
ら
1・0
0
0
0
の
範

囲
で
、
0・0
0
0
1
刻
み
の
11
通
り
の

数
値
を
乗
じ
て
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で

開
札
直
前
に
決
定
す
る
。
変
動
値
は
、
入

札
参
加
業
者
の
入
力
く
じ
番
号
及
び
入
札

書
受
信
日
時
の
ミ
リ
秒
の
合
計
値
を
11
で

除
算
し
た
余
り
に
よ
り
決
定
す
る
。

問答問答問答

問答

　

9
月
は
両
常
任
委
員
会
合
同
で
現
地
視
察

を
行
っ
た
後
、
各
委
員
会
で
審
査
を
し
た
。

　
西
荒
屋
小
学
校
の
校
舎
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
給
食
配
膳
室
棟
を
視
察
し
、

再
開
に
向
け
た
実
施
設
計
費
用
2
6
4
0
万

円
計
上
の
審
査
を
し
た
。

　

内
灘
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
証
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
に
伴
う
、

規
定
の
削
除
等
の
改
正
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　�	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
町
内
保
有

率
・
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
を
問
う
。

　�

　
12
月
以
降
混
乱
を
ま
ね
か
な
い
よ
う

に
、
制
度
の
詳
細
を
も
っ
と
わ
か
り
や

す
く
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
�	

令
和
6
年
7
月
末
時
点
で
の
保
有
率
は

78・
4
％
。
そ
の
う
ち
保
険
証
と
紐
付
け
済

は
、
令
和
6
年
6
月
末
時
点
、
国
民
健
康

保
険
で
69・
22
％
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

で
69
％
。

　

�　

利
用
率
は
令
和
6
年
6
月
末
時
点
で
、

国
民
健
康
保
険
で
22・
13
％
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
で
16・51
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　

国
・
県
と
連
携
し
、
制
度
に
つ
い
て
の

周
知
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　�	

西
荒
屋
小
学
校
の
再
開
に
向
け
、
実

施
設
計
に
か
か
る
費
用
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、再
開
目
途
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

　

�	

現
時
点
で
再
開
時
期
を
示
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

　�	

所
有
者
不
明
建
物
管
理
命
令
申
立
業

務
委
託
料
の
詳
細
は
。

　

�	

公
費
解
体
を
進
め
る
た
め
、
所
有
者
を

特
定
で
き
ず
半
壊
以
上
と
思
わ
れ
る
建
物

を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
制
度
詳
細
が
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
見
込
10
件
と
し
て
計
上

し
て
い
る
。

問答

問答問答

文教福祉
常 任
委 員 会

冬季までに復旧を

再開待たれる西荒屋小学校

◎
清
水
文
雄　
〇
土
屋
克
之　
夷
藤　
満

　
北
川
悦
子　
　
生
田
勇
人　
川
口
正
己

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
恩
道
正
博　
〇
西
尾
雄
次　
南　
守
雄

　
中
川　
達　
　
磯
貝
幸
博　
中
村　
聡

道
路
の
復
旧
復
興
を
急
げ

冬
季
の
除
雪
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

マ
イ
ナ
保
険
証

混
乱
の
な
い
よ
う
に
周
知
必
要

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
9
月
）
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

どうなった？令和4年度決算に対する指摘事項
風力発電施設の方向性を早急にだすべき
→�耐用年数を超え、設備が老朽化していることから、撤去について検討している。事業用地の所有者である国と協議を進めており、
費用負担の軽減につながるよう、工法等について検討していく。

海岸、放水路、サンセットブリッジ内灘のライトアップなどを一体的に考えて整備計画を策定せよ
→�今後の復旧・復興の状況を見据えた上で、構想策定作業を再開し、海岸の賑わい創出、放水路周辺回遊空間整備、サンセットブ
リッジライトアップ事業などを一体的に考えた整備計画を検討していく。

防災士と消防本部・消防団との連携を図れ
→�令和5年度においては、総合防災訓練の一環として、地区自主防災組織や防災士、消防本部、消防団を交えて避難経路に関する
図上訓練を実施した。今後も引き続き、より実践的な総合防災訓練やスキルアップ研修会を通し、地域の防災士と消防組織の更
なる連携強化を図っていく。

教育に係る予算の拡充を図るべき
→�子育て世代の経済的負担軽減を図るため、中学生の学校給食費を令和6年度2学期から無償化した。その他については、順次検討
を進めていく。

内灘海岸・放水路周辺の賑わい創出を（放水路工事現場）

◎磯貝幸博　〇北川悦子　　夷藤　満
　恩道正博　　川口正己　　西尾雄次

豊かな自然を生かした賑わい創出を決 算
特 別
委 員 会

　令和5年度内灘町決算の概要は、10月発行の
「広報うちなだNo.741」をご覧ください。

9月11日
～13日

令和5年度決算に対する指摘事項
1．能登半島地震からの復旧復興施策について
　・�道路の復旧は、早急に進めるべきである。総合公園からかほく市に至る町道および県道は、片側交互通
行の状態が続いている。北部地区住民からも土砂崩れへの不安の声があり、一刻も早く道路の復旧が完
成するよう努めるべきである。

　・�地震の被害状況の把握や、今後の復旧状況の記録などに、ドローンを積極的に活用すべきである。現在、
消防署のみの配備だが、災害対策として本庁においても配備を検討すべきである。

　・�今回の地震では、多くの地域で断水が発生した。かほく市との水道管連携を急ぎ、北部地区における災
害時の断水対策を進めるべきである。

2．内灘海岸の賑わい創出施策について
　・�内灘海岸の来訪者数については、海水浴客数だけではなく、海岸全体の来訪者数の把握に努め、海岸の
魅力発信や今後の活性化策に活用すべきである。

　・�町の重要な観光資源である内灘海岸の旧浜茶屋の撤去が完了したが、賑わい創出に向けた動きが見られない。
積極的に事業を推進すべきである。また、堆積する砂の撤去やトイレの利用環境の向上に努めるべきである。

　・�内灘海岸から放水路までの賑わい創出道路や遊歩道の整備など、施策の具現化を進めていくべきであ
る。また、施策の実現にあたっては、民間活力の活用も検討すべきである。

3．福祉施策について
　・�健康診断の受診率は、コロナ禍を経て下げ止まりの傾向にある。病気の早期発見、重症化予防のために
も、特定検診など、健康診断の受診率向上を積極的に推進すべきである。

　・�少子化対策は喫緊の課題である。出産時には、出産一時金が支給されるが、費用全額を賄えない場合も
多い。町として、出産に伴う経済的負担を軽減する施策を検討すべきである。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
9
月
）
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

1．復興検討スケジュール（案）について
2．令和6年能登半島地震復興基金について
3． 石川県賃貸型応急住宅における入居期間の運用に
ついて

4．公費解体の状況について

岸田前首相に説明する川口町長（西荒屋小学校）

◎中川　達　○中村　聡　
　南　守雄　　清水文雄　　夷藤　満　　北川悦子　　恩道正博
　生田勇人　　川口正己　　磯貝幸博　　西尾雄次　　土屋克之
　オブザーバー　七田満男議長

―主な報告事項・意見等―
進めよう！復旧・復興!進めよう！復旧・復興!

岸田岸田前前首相来町首相来町

令和 6年能登半島地震
災害復興対策特別委員会

7月18日

9月3日 1．震災復旧・復興に関する地区説明会について
2．令和6年能登半島地震復興基金について
3．.公費解体の状況について

止まるな！復旧・復興！

～委員会での質疑（一部）～
・奥能登6市町と支援に格差が生じないよう、県に要望せよ。
　→引き続き、県に要望する。

・ 白帆台以北だけではなく、北部地区全体の市街化調整区域の解除を要望せよ。復興
住宅整備のための用地取得に向け、早急に土地所有者への意向調査を行うべき。

　→早急にアンケート調査を行いたい。

地区説明会の詳細・
資料については、
ホームページをご覧
ください。

前内閣総理大臣　岸田 文雄氏が来町されました。岸
田氏からは「今年度中に液状化被害の復興計画を策
定できるよう支援する。10月に専門家を派遣し、土
地の境界・面積を明確にする地籍調査を進める。」と
力強い言葉をいただきました。

令和6年9月19日（木）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
9
月
）
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7月会議審議議案と採決状況

議案番号
議員名

議決結果

中な
か
村む

ら　
　
聡

さ
と
し

土つ
ち

屋や

克か
つ

之ゆ
き

西に
し

尾お

雄ゆ
う

次じ

磯い
そ
貝が

い

幸ゆ
き
博ひ

ろ

七し
ち
田だ

満み
つ
男お

川か
わ

口ぐ
ち

正ま
さ

己み

生い
く
田た

勇は
や
人と

恩お
ん
道ど

う

正ま
さ
博ひ

ろ

北き
た

川が
わ

悦え
つ

子こ

夷い

藤と
う　

　
満

み
つ
る

清し

水み
ず

文ふ
み

雄お

中な
か

川が
わ　
　
達

す
す
む

南み
な
み
　
　
守も

り
雄お

議案名

議案第56号 令和6年度内灘町一般会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 財産の取得について
［災害対応特殊消防ポンプ自動車　1台］ 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月会議審議議案と採決状況
議案第58号 令和6年度内灘町一般会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 令和6年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 令和6年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 令和6年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 内灘町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

議案第64号 内灘町地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 事務の相互委託の廃止について
［広域行政窓口サービスにおける証明書の交付等に係る事務] 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号 財産の取得について
［災害対応人員搬送車　1台] 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号 請負契約の締結について
［大清台地内消雪設備工事（さく井）］ 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第1号 令和5年度内灘町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第2号 令和5年度内灘町新エネルギー事業特別会計歳入歳出
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第3号 令和5年度内灘町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第4号 令和5年度内灘町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第5号 令和5年度内灘町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第6号 令和5年度内灘町水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第7号 令和5年度内灘町下水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議案第4号 内灘町議会決算特別委員会の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議案第5号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議案第6号 ガザ攻撃中止と即時停戦に向けた外交努力を求める意
見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成、×は反対、棄は議場に不在、欠は欠席、除は除斥、－は採決に加わらない

可
決

◎
提
出
者　
生
田
勇
人

○
賛
成
議
員　
清
水
文
雄　
恩
道
正
博

要
旨

　
ゆ
た
か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改
革

を
実
現
す
る
た
め
に
、
加
配
教
員
の
増
員

や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど
、
教
職
員
の

定
数
改
善
を
求
め
る
。

可
決

◎
提
出
者　
清
水
文
雄

○
賛
成
議
員　
生
田
勇
人　
中
川　
達

要
旨

　
ガ
ザ
地
区
の
危
機
的
現
実
を
直
視
し
、

国
連
総
会
決
議
実
現
の
た
め
、
引
き
続
き

外
交
努
力
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

※
右
記
2
件
の
意
見
書
は
内
閣
総
理
大
臣
含
む
関

係
大
臣
へ
意
見
書
を
送
付
済
。

意
見
書
の
提
出
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁 答　弁

その後 その後

現在進行中（放水路） 栄養バランスを考えて

令和6年9月　現在
　国の水門移設工事は進んでいるが、町の
整備構想づくりは、震災復旧・復興のため
中断している。早期の再開を検討中。

令和6年9月　現在
　令和6年2学期から中学校の給食費を無
償化。小学校は検討中。

放水路一帯を親水空間に
　放水路水門の移設を機会に付近一帯を親水
空間として整備する考えはないか。

令和4年9月 七田　満男

学校給食費の無償化を
　子どもを産み育てやすい社会づくりの
ために学校給食費を無償化せよ。

令和5年３月 西尾　雄次

段階的実施も検討
　小中学生の給食費無償化には、年間約1億2
千万円が必要。財政状況を見極め段階的実施
も検討したい。

整備を考えている
　放水路の水門移設で海水面が広がることか
ら、その空間を活かした整備を考えている。

8うちなだ議会だより  第159号　令和6年11月5日



一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、
政
策
的
提
言
や
行
政
の
問
題
点
・
疑
問
点
・
課
題
な
ど
を
執
行
機
関
に
問

う
も
の
で
す
。

一
般
質
問
（
9
月
5
日
）

6
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

磯
いそ
貝
がい

幸
ゆき
博
ひろ

 …………………………… 10
・川口町政　4期目への決意を問う
・屋内・屋外運動施設を設置せよ その他1問

清
し
水
みず

文
ふみ
雄
お

 …………………………… 11
・災害復興計画検討委員会を公開せよ
・マイナ保険証について その他2問

土
つち
屋
や
克
かつ
之
ゆき

 …………………………… 12
・粗大ごみをメルカリ販売に
・高校生等通学支援に対象外・内灘高校生を

西
にし
尾
お
雄
ゆう
次
じ

 …………………………… 13
・災害公営住宅の建設見通しを示せ
・内灘闘争関係資料を町文化財に指定せよ

北
きた
川
がわ

悦
えつ
子
こ

 …………………………… 14
・復興基金で罹災証明が半壊未満の方への救済を
・被災者への支援物資と今後を問う その他2問

生
いく
田
た
勇
はや
人
と

 …………………………… 15
・被災宅地等・工事ごとに申請可能にせよ
・復興計画策定プロセスについて

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
内
灘
町
議
会
↓
会
議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会議録

YouTube

back（バック）back（バック）
3歳　♂3歳　♂

ミックス（保護犬）ミックス（保護犬）
向陽台向陽台9 うちなだ議会だより  第159号　令和6年11月5日



町政4期目への決意を問う

磯
いそ

貝
がい

幸
ゆき

博
ひろ

町長　粉骨砕身この身を捧げる

地
面
が
荒
れ
狂
い
境
界

も
不
明
な
箇
所
が
数
多
く
み

ら
れ
る
被
災
地
区
で
は
、
早

期
復
旧
の
糸
口
は
、
国
の
調

査
、
安
心
な
工
法
の
提
示
、

県
道
の
早
期
復
旧
、
そ
し
て

地
域
住
民
の
合
意
形
成
だ
。

　
今
、
町
は
一
致
団
結
し
て

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
べ

き
大
切
な
、
大
切
な
時
期
だ
。

　
内
灘
町
を
希
望
あ
る
未
来

へ
と
力
強
く
導
く
川
口
町
政

4
期
目
へ
の
決
意
と
覚
悟
を

問
う
。

町
は
未
曽
有
の
大
災
害

に
よ
り
甚
大
な
被
害
状
況
に

直
面
し
た
。

　
町
民
も
職
員
も
一
致
団
結

し
震
災
対
応
に
あ
た
る
な
か

今
、
復
旧
・
復
興
途
中
の
町

政
運
営
を
投
げ
出
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

　
「
と
も
に
創
ろ
う
、
災
害

に
強
く
住
み
よ
い
内
灘
」
の

貫
徹
の
た
め
、
不
退
転
の
決

意
を
持
っ
て
粉
骨
砕
身
、
こ

の
身
を
さ
さ
げ
る
覚
悟
だ
。

こ
ど
も
屋
内
・
屋
外
運
動
施
設

か
ほ
く
市
に
は
「
あ
そ

び
の
森
か
ほ
っ
く
る
」
が
、

津
幡
町
に
は
「
も
り
の
ひ
み

つ
き
ち
」
が
整
備
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
多
く
の
人
々
が
集

い
人
気
だ
。

　
内
灘
町
新
図
書
館
基
本
構

想
の
具
現
化
の
際
に
は
、
親

し
み
深
い
愛
着
の
あ
る
施
設

と
し
て
、
多
く
の
町
民
が
集

い
、
い
つ
で
も
来
客
者
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
屋

内
・
屋
外
運
動
施
設
の
設
置

で
き
な
い
か
。

近
年
建
設
さ
れ
た
公
立

図
書
館
で
は
、
子
供
た
ち
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
空
間
を
設

け
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
石
川
県
立
図
書
館
に
お
い

て
は
、
屋
内
に
遊
具
を
設
置

し
た
子
供
ス
ペ
ー
ス
や
、
本

を
持
ち
出
し
自
然
の
中
で
読

ん
だ
り
、
公
園
の
よ
う
に
自

由
に
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
。

　
屋
内
外
の
運
動
施
設
な
ど

の
設
置
は
、
新
図
書
館
の
計

画
を
進
め
る
中
で
検
討
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
利
用

環
境
の
向
上
へ
積
極
的
な
取

組
が
必
要
だ
。

自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
活
用
の
取
組
事
例
等
を
参

考
に
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問

答

問

答

問答

多くの方で賑わう施設を

詳細は「YouTube内灘町議会チャンネル」でご覧ください

一
般
質
問
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災害復興計画検討委員会を公開せよ
次回以降は公開で開催する　都市整備部担当部長

清
し

水
みず

文
ふみ

雄
お

5
月
1
日
に
災
害
復
興

本
部
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に

災
害
復
興
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
災
害
復
興
計
画
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
8
月
2

日
に
開
催
し
て
い
る
。
翌
日

の
新
聞
報
道
で
は
、
会
議
の

意
見
交
換
は
非
公
開
と
さ
れ

て
い
る
が
事
実
か
。

　
事
実
な
ら
ば
、
復
旧
・
復

興
に
向
け
た
町
の
施
策
を
協

議
し
、
立
案
し
て
い
く
過
程

の
重
要
な
会
議
を
な
ぜ
非
公

開
に
す
る
の
か

災
害
復
興
本
部
会
議
で

の
検
討
事
項
は
、
意
思
決
定

の
過
程
段
階
の
内
容
で
あ
る

た
め
、
公
開
は
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
第
1
回
内
灘
町
災
害

復
興
計
画
検
討
委
員
会
は
、

各
被
災
地
区
の
被
害
状
況
な

ど
の
発
言
に
、
個
人
情
報
な

ど
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
公
開
し
て
い
な
か

っ
た
。
次
回
以
降
は
個
人
情

報
等
に
配
慮
し
、
傍
聴
も
含

め
、
公
開
す
る
方
向
で
開
催

し
た
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
が
無
く
て
も

資
格
確
認
書
で
大
丈
夫

い
よ
い
よ
現
行
の
紙
の

健
康
保
険
証
が
、
新
規
に
発

行
を
さ
れ
な
く
な
る
12
月
２

日
ま
で
、
あ
と
３
カ
月
と
な

っ
た
。
本
町
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
を
聞
く
。

６
月
現
在
、
国
民
健
康

保
険
で
22・
13
％
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
は
16・
51
％

だ
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
有

し
て
い
な
い
方
の
健
康
保
険

証
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

加
入
し
て
い
る
保
険
者

か
ら
※
資
格
確
認
書
が
交
付

さ
れ
、
そ
の
資
格
確
認
書
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
保

険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
資
格
確
認
書
の
有
効
期
間

は
、
最
大
5
年
間
ま
で
設
定

で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
し
っ

か
り
と
啓
発
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

内
灘
高
校
横
・
準
幹
10

号
線
の
整
備
で
、
町
と
地
権

者
と
の
協
議
状
況
と
計
画
の

進
捗
状
況
を
聞
く
。

今
月
中
に
は
話
合
い
の

場
を
設
け
る
よ
う
進
め
て
い

る
。
整
備
事
業
に
つ
い
て
改

め
て
地
権
者
と
協
議
し
た
い
。

入
札
制
度
の
変
動
制
導

入
は
、
い
つ
か
ら
実
施
す
る

予
定
か
。

本
年
11
月
１
日
か
ら
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
制

度
の
周
知
を
図
り
た
い
。

※
資
格
確
認
書

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
の
た
め
の
も
の
。主

に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
未
所

持
の
場
合
な
ど
に
無
償
で

交
付
予
定
。

問

答

問答問

答

問答問答

マイナ保険証を利用中

第1回内灘町災害復興計画検討委員会

一
般
質
問
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粗大ごみをメルカリ販売に

土
つち

屋
や

克
かつ

之
ゆき

町民福祉部担当部長　修理して低価格で抽選・提供している

公
費
解
体
の
申
請
も

約
2
5
0
戸
に
お
よ
ぶ
と

思
わ
れ
、
家
の
中
の
片
付
け

は
、
最
終
段
階
に
入
っ
て
い

る
方
々
が
多
く
い
る
。

　
災
害
の
粗
大
ご
み
等
に
つ

い
て
、
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）

す
る
仕
組
み
を
検
討
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
か
。

一
時
的
に
大
量
に
発
生

し
、
早
急
に
処
理
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
検

討
し
た
こ
と
は
な
い
。

粗
大
ご
み
の
う
ち
再
利

用
が
可
能
な
家
具
な
ど
を
※

メ
ル
カ
リ
で
販
売
す
る
動
き

が
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
災
害
の
粗
大
ご
み
等
は
、

難
し
い
と
し
て
も
、
通
常
の

粗
大
ご
み
を
メ
ル
カ
リ
販
売

で
き
な
い
か
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
持
ち
込
ま
れ
た
自
転
車
等

で
、
状
態
の
良
好
な
も
の
は

修
理
・
展
示
し
、
低
価
格
で

抽
選
に
て
提
供
し
て
い
る
。

高
校
生
等
通
学
支
援
に

対
象
外
・
内
灘
高
校
生
を

高
校
生
等
通
学
支
援
給

付
金
だ
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
高

校
生
等
の
保
護
者
さ
ん
に
対

し
て
、
令
和
5
年
10
月
か
ら
、

一
人
・
月
千
円
の
通
学
支
援

給
付
金
を
支
給
と
な
る
。

　
内
灘
高
校
生
で
内
灘
町
以

外
に
在
住
の
通
学
高
校
生
の

こ
と
は
、
議
論
に
上
が
ら
な

か
っ
た
の
か
。

町
内
に
住
所
を
有
す
る

高
校
生
等
を
対
象
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
の
通
学
に
係
る

負
担
軽
減
を
図
る
目
的
の
制

度
で
あ
り
、
町
外
の
高
校
生

に
つ
い
て
の
議
論
は
行
っ
て

い
な
い
。

町
外
の
内
灘
高
校
生
が
、

こ
ん
な
に
内
灘
町
を
見
る
機

会
は
な
い
。
小
規
模
校
の
存

続
を
見
据
え
た
通
学
支
援
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

町
外
在
住
の
個
人
に
対

し
て
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

※
メ
ル
カ
リ

　
メ
リ
カ
リ
は
無
料
で
使

え
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
プ
リ
。自
分
の
家
の
不

用
な
も
の
や
、見
知
ら
ぬ

誰
か
の
不
用
な
も
の
を
、

ア
プ
リ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

売
っ
た
り
買
っ
た
り
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
正
式
名
称
は
河
北
郡
市

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
。河

北
郡
市
広
域
事
務
組
合
が

運
営
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
と
、処
理
済
み
の
資
源

や
粗
大
ご
み
の
再
生
物
品

の
保
管
棟
か
ら
な
る
。

問答

問答

問問答

問答

内灘高校入口

メルカリの公式サイトより

一
般
質
問

12うちなだ議会だより  第159号　令和6年11月5日 12



災害公営住宅の建設見通しを示せ
アンケートで希望数を把握　町長

西
にし

尾
お

雄
ゆう

次
じ

本
町
で
は
8
月
中
旬

の
時
点
で
入
居
期
限
が
2
年

間
の
応
急
仮
設
住
宅
等
に

4
0
0
戸
が
入
居
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
入
居
期
限
に
定

め
の
な
い
室
団
地
の
建
設
戸

数
は
僅
か
20
戸
に
過
ぎ
な
い
。

　
町
の
災
害
復
興
計
画
で
は

被
災
者
の
住
ま
い
の
確
保
と

し
て
「
※
災
害
公
営
住
宅
」

の
整
備
を
掲
げ
て
い
る
。
住

ま
い
と
暮
ら
し
の
再
建
こ
そ

は
復
興
の
原
点
だ
。
そ
の
建

設
見
通
し
を
示
せ
。

災
害
公
営
住
宅
に
入
居

で
き
る
の
は
、
罹
災
証
明
で

住
宅
が
全
壊
と
な
り
住
宅
が

無
い
方
、
ま
た
は
大
規
模
半

壊
、
中
規
模
半
壊
、
半
壊
の

判
定
を
受
け
た
が
住
宅
と
し

て
再
利
用
で
き
ず
解
体
を
行

っ
た
方
な
ど
住
宅
が
滅
失
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

　
町
で
は
被
災
さ
れ
た
住
民

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

必
要
戸
数
や
場
所
な
ど
に
つ

い
て
県
と
協
議
す
る
予
定
だ
。「

内
灘
闘
争
」資
料
の
文
化
財
指
定

昭
和
27
年
か
ら
翌
28
年

に
掛
け
て
本
町
で
繰
広
げ
ら

れ
た
※
内
灘
闘
争
は
、
全
国

民
の
耳
目
を
集
め
た
我
が
国

初
の
大
規
模
な
基
地
反
対
運

動
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
闘
争
の
歴
史
的
な
意

義
は
大
き
く
、
日
本
史
や
郷

土
史
の
研
究
に
お
い
て
も
町

が
保
有
し
て
い
る
内
灘
闘
争

関
連
資
料
は
極
め
て
貴
重
な

財
産
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
内

灘
町
文
化
財
に
指
定
し
て
後

世
に
残
す
べ
き
だ
。

内
灘
闘
争
は
、
基
地
反

対
闘
争
の
先
駆
け
で
あ
り
、

内
灘
町
の
歴
史
の
な
か
で
も

大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　
町
で
は
、
内
灘
闘
争
関
係

資
料
の
収
集
、
整
理
を
進
め

て
き
た
。
こ
れ
ら
資
料
を
活

用
し
て
講
演
会
や
企
画
展
な

ど
節
目
の
イ
ベ
ン
ト
で
内
灘

闘
争
の
啓
発
に
努
め
て
き
た
。

　
今
後
、
資
料
を
精
査
し
、

文
化
財
保
護
審
議
会
の
意
見

を
踏
ま
え
町
文
化
財
の
指
定

に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
。

※
災
害
公
営
住
宅

　
公
営
住
宅
法
に
基
づ
き

整
備
さ
れ
る
公
営
住
宅
の

う
ち
災
害
に
よ
り
全
壊
等

の
住
宅
に
居
住
し
て
い
た

被
災
者
に
賃
貸
さ
れ
る
住

宅
。被
災
直
後
に
一
時
的

な
住
ま
い
と
し
て
無
償
提

供
さ
れ
る
応
急
的
な
仮
設

住
宅
と
は
異
な
り
、恒
久

的
に
居
住
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

※
内
灘
闘
争

　
昭
和
27
年
か
ら
翌
28
年

に
掛
け
て
、内
灘
砂
丘
に

米
軍
砲
弾
試
射
場
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し
、

内
灘
村
民
や
全
国
か
ら
駆

け
付
け
た
労
働
者
・
学
生

ら
が
大
規
模
な
基
地
反
対

闘
争
を
展
開
し
た
事
件
。

著
名
な
文
筆
家
や
写
真
家

ら
多
数
が
内
灘
村
を
訪
れ
、

多
く
の
作
品
が
残
さ
れ
る

契
機
と
な
っ
た
。

問

答

問

答

権現森での座り込み（著名な写真家による撮影）

災害公営住宅（イメージ）

一
般
質
問
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町の復興基金の活用は

北
きた

川
がわ

悦
えつ

子
こ

町長　県の詳細な要綱が確定した後

復
興
基
金
は
（
町
へ
の

一
次
配
分
1
億
7
5
1
7

万
円
余
）
被
災
者
に
寄
り
添

っ
た
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　
罹
災
証
明
が
半
壊
以
上
で

な
い
と
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
た
め
多
く
の
不
満
が
あ
る
。

　
罹
災
証
明
が
半
壊
に
満
た

な
い
人
へ
の
救
済
に
、
復
興

基
金
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

町
の
復
興
基
金
活
用
の
考
え

を
問
う
。

国
の
支
援
制
度
の
対
象

外
と
な
る
半
壊
未
満
に
、
町

独
自
に
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
や
内
灘
町
生
活
再
建
特

別
給
付
金
の
支
給
を
行
い
、

液
状
化
等
の
被
害
に
は
住
宅

耐
震
化
促
進
事
業
や
被
災
宅

地
等
復
旧
支
援
事
業
を
設
け

て
お
り
、
町
独
自
の
上
乗
せ

支
援
を
し
、
県
内
で
は
補
助

金
額
が
最
高
の
水
準
。

　
復
興
基
金
は
、
県
の
詳
細

な
要
綱
が
確
定
し
た
後
、
財

源
を
見
極
め
、
被
災
者
の
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

支

援

物

資

か
ほ
く
市
で
は
、
市
役

所
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
共
同

支
援
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し

て
食
料
支
援
を
3
回
実
施
、

2
0
0
人
ほ
ど
の
方
が
訪

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
内
灘

町
に
も
、
食
料
・
物
資
支
援

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
町
の
支
援
物
資
の
状
況
と

食
料
、
支
援
物
資
の
配
布
の

計
画
は
あ
る
か
。

支
援
物
資
配
布
は
、
避

難
所
の
閉
鎖
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
に
よ
り
、
現
在
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
水

な
ど
の
支
援
物
資
は
、
ほ
と

ん
ど
を
被
災
者
の
方
々
や
地

区
公
民
館
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
配
布
し
現
在
、
町
備

蓄
分
の
み
残
っ
て
い
る
状
況
。

　
被
災
者
へ
の
今
後
の
支
援

物
資
の
配
布
計
画
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
計
画
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

蓮
湖
渚
公
園
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
時
期

を
問
う
。

利
用
者
の
安
全
確
保
を

第
一
に
検
討
し
、
制
限
付
で

日
曜
日
の
み
午
前
9
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
使
用
可
能
。

高
齢
に
な
っ
て
も
安

心
・
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
の
創
設
が
必
要
。

多
額
の
財
源
が
必
要
。

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、

導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
制

度
を
調
査
研
究
す
る
。

問答

問

答

問答問答

4回目の食料支援（かほく市）

復興住宅20棟　工事始まる（室地区）

一
般
質
問
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被災宅地等・工事ごとに申請可能にせよ
県と協議し限度額まで可能に　副町長

生
いく

田
た

勇
はや

人
と

※
被
災
宅
地
等
復
旧
支

援
制
度
に
関
し
、
内
灘
町
の

被
害
の
特
性
上
、
最
大
補
助

金
額
を
超
え
る
工
事
も
少
な

く
な
い
。
ま
ず
は
住
宅
の
傾

斜
修
復
、
そ
し
て
道
路
境
界

と
民
地
境
界
の
確
定
後
に
擁

壁
と
地
盤
な
ど
の
修
復
と
い

っ
た
、
こ
の
制
度
の
上
限
額

に
届
く
ま
で
、
工
事
ご
と
に

申
請
が
可
能
と
な
る
よ
う

「
1
宅
地
に
つ
き
複
数
回
申

請
」
を
で
き
る
も
の
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
初
、
県
は
支
援
制
度

の
利
用
は
「
1
宅
地
に
つ
き

1
回
」
と
し
て
い
た
。

　
県
に
対
し
、
側
方
流
動
に

よ
る
宅
地
被
害
が
大
き
い
状

況
を
説
明
し
協
議
し
た
結
果
、

限
度
額
に
達
す
る
ま
で
、
複

数
回
に
分
け
た
申
請
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。

9
月
2
日
よ
り
開
設
し
た

相
談
窓
口
で
複
数
回
の
申
請

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
伝

え
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

住
民
の
意
見
を
反
映

町
は
各
地
区
の
復
興
協

議
会
と
意
見
交
換
を
お
こ
な

い
、
町
災
害
復
興
計
画
策
定

前
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
の

結
果
を
も
っ
て
液
状
化
対
策

や
道
路
復
旧
な
ど
の
方
向
性

を
地
域
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
こ
れ
は
決
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

地
域
住
民
の
声
を
聞
き
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
プ
ロ
セ

ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
災
害
復
興
計
画
検
討

委
員
会
の
会
議
資
料
や
議
事

録
な
ど
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
お
り
、
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
計
画
の
策
定
に
広
く
町
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
も
予
定
し
て
い
る
。

　
住
民
の
意
向
把
握
や
情
報

発
信
に
努
め
、
地
区
協
議
会

に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
広

く
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

※
被
災
宅
地
等
復
旧
支
援

制
度

　
擁
壁
、
地
盤
、
宅
地
の

り
面
等
の
復
旧
、住
宅
の

地
盤
改
良
、傾
斜
修
復
費

用
の
一
部
を
支
援
す
る
制

度
。

問

答

問

答

住民説明会（鶴ケ丘東公民館）

傾いた住宅（西荒屋）

一
般
質
問
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悦
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正
己

　

委　
　

員　

西
尾　

雄
次

　

元
日
の
地
震
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
能
登
半
島
を
今
度
は

記
録
的
な
豪
雨
が
襲
っ
た
。
24

時
間
雨
量
が
4
0
0
㎜
超
と

い
う
観
測
史
上
最
大
級
の
大
雨

に
よ
っ
て
、
た
だ
で
さ
え
復
旧

の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
奥

能
登
で
の
被
害
が
さ
ら
に
拡
大

し
た
。

　
「
今
回
の
大
雨
は
元
日
の
地

震
よ
り
辛
か
っ
た
。
田
畑
ま
で

根
こ
そ
ぎ
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
豪
雨
の
一
週
間
後
に
出

会
っ
た
人
が
語
っ
た
言
葉
は
、

正
月
の
激
震
で
家
が
損
壊
し
た

人
の
言
葉
で
あ
っ
た
だ
け
に
今

も
耳
の
底
に
残
っ
て
い
る
。

　

世
界
全
体
の
地
震
の
二
割
強

を
受
け
持
ち
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
も
不
可
避
な
こ
の
地
震

大
国
に
は
『
防
災
省
』
の
よ
う

な
国
家
機
関
は
不
可
欠
な
の
だ
。

こ
れ
を
創
設
す
る
首
相
は
、
国

民
目
線
か
ら
す
れ
ば
〝
歴
史
に

残
る
首
相
〞
と
の
評
価
が
得
ら

れ
る
こ
と
は
確
実
だ
と
思
う
の

だ
が
…
。〔委

員　

西
尾　

雄
次
〕

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ㉔

伝統を継承する

◆
神
社
総
代
は
何
人
で
し
て
い

る
の
で
す
か
？

〇
現
在
、9
人
で
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
3
人
は
区
会
議
員

か
ら
で
、
あ
と
の
6
人
は
祭

り
好
き
な
一
般
の
人
た
ち
で

す
。
定
年
は
区
会
議
員
は
任

期
ま
で
、一
般
の
人
た
ち
は
や

れ
る
ま
で
で
す
。
こ
の
中
の

ベ
テ
ラ
ン
の
方
た
ち
が
何
で

も
知
っ
て
い
て
助
か
り
ま
す
。

◆
神
社
総
代
の
仕
事
は
何
を
し

て
い
る
の
で
す
か
？

〇
毎
月
一
度
集
ま
り
神
社
の
周

り
の
掃
除
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
1
月
は
正
月
の
初
詣

で
の
手
伝
い
、
3
月
は
春
祭

り
の
準
備
、
神
社
の
番
な
ど
、

6
月
は
神
木
伐
採
、
草
刈
り

消
毒
な
ど
、10
月
第
1
週
に

は
秋
季
祭
礼
が
あ
り
、
こ
れ

は
1
年
を
通
し
て
の
準
備
に

な
り
ま
す
が
、
祭
り
の
道
具

の
準
備
、
破
損
し
た
も
の
の

確
認
修
繕
、
衣
装
の
手
配
な

ど
、
1
番
の
メ
イ
ン
に
な
る

神
輿
を
か
つ
ぐ
初
老
の
皆
さ

ん
と
の
奉
納
の
打
ち
合
わ
せ
、

宮
司
へ
の
お
願
い
、
道
路
の

許
可
申
請
等
々
さ
ま
ざ
ま
な

手
配
を
し
て
い
ま
す
。

◆
奉
納
す
る
も
の
は
初
老
の
方

た
ち
が
宮
司
と
相
談
す
る
の

で
は
な
く
、
神
社
総
代
と
す

る
の
で
す
か
？

◯
そ
う
で
す
。
た
だ
、
最
近
は

そ
の
年
そ
の
年
で
人
数
が
バ

ラ
バ
ラ
で
す
か
ら
、
そ
の
年

代
の
予
算
に
応
じ
て
奉
納
の

品
を
決
め
ま
す
。
今
年
は
近

年
ま
れ
に
見
る
22
人
も
い
て

大
変
立
派
な
も
の
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
以
前
に
奉
納
し
て
い
た
だ
い

た
古
く
な
っ
た
も
の
は
ど
う

す
る
の
で
す
か
？

◯
ご
健
在
さ
れ
て
い
る
方
に
連

絡
し
て
、
お
祓
い
し
て
処
分

い
た
し
ま
す
。

※
向
粟
崎
菅
原
神
社
の
由
来

天
正
15
年（
1
5
8
7
年
）

5
月
に
小
浜
神
社
境
内
よ
り

向
粟
崎
に
移
転
造
営
す
る
。

　
前
田
家
の
祖
・
菅
原
道
真
を

産う
ぶ

土す
な

神が
み

と
し
、
前
田
家
よ
り

御
紋
付
幕
一
張
、
菅
原
道
真

公
像
一
幅
奉
納
さ
れ
る
。

　
明
治
9
年
11
月
に
本
根
布
の

産う
ぶ

土す
な

神が
み

神
明
宮
を
境
内
に
移

転
再
営
す
る
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

川
口
正
己

今
回
は
、「
向
粟
崎
菅
原
神

社
総
代
」に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、

代
表
の
長は

谷せ

川が
わ

和か
ず

良よ
し

さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。代表の長谷川さん

お祭りの神事

お祭りの準備をする神社総代の皆さん

神社総代の皆さん
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